
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２２年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２２年６月１７日（金）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０２２年６月１７日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 6月14日

2 ＧⅢ 6月14日

3 ＧⅢ 6月13日

不適合内容

【第三セシウム吸着装置のブースターポンプろ過水供給元弁の開動作不良について】
当直員が、吸着塔交換保守作業にて、第三セシウム吸着装置のブースターポンプろ過水供給元弁を遠隔にて開操作
したが、開動作しないことを確認。
吸着塔交換作業は、バイパスラインが使用可能なため作業に影響なし。
また、当該弁についてはろ過水ラインの弁であり通常は全閉となっているため、第三セシウム吸着装置の運転に支障
なし。
今後、当該弁を修理予定。

【５号機廃棄物処理建屋床ドレンサンプ（Ｂ）のレベルスイッチの動作不良について】
当直員が、５号機廃棄物処理建屋ドレンサンプ（Ｂ）のピット点検後の試運転時にレベルスイッチの動作不良によりポ
ンプが起動しないことを確認。
原因調査の結果、レベルスイッチ内のリミットスイッチの不具合と判断。
なお、床ドレンサンプ（Ｂ）のピットから仮設ポンプを使用し、床ドレンサンプ（Ａ）のピットへの移送が可能であることから
移送への影響なし。
今後、当該リミットスイッチを交換予定。

【５号機高圧電源盤（５Ｅ）建屋近傍の資材片付け忘れについて】
当社社員が、５号機高圧電源盤（５Ｅ）建屋近傍に持ち主不明の資材が置かれていることを発見。
確認したところ、消火配管設置工事の資材と判明。
この工事は５月末で竣工しており、置かれていた資材はポリエチレン管等であり、片付けを忘れたものと確認。
置かれていた資材は回収済み。
工事終了後の現場確認時には、資材の置き忘れがない事の確認を確実に行う事を周知徹底した。
今後、再発防止対策を検討。


